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１．地方創生としての「健康寿命日本一」への 
                        取組み 
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行政 

大学 

医療 

機関 

団体 

企業 

１  健康寿命日本一に向けた取組み 
       ※金融機関としての無煙環境づくり 
２  子育て満足度日本一に向けた取組み 
３ まちづくりに関する取組み 
４ 観光・地域振興に関する取組み  
５  DX推進への取組み  他 

基本理念：金融を通じて地域社会に貢献 

スピード感とオリジナリティ溢れる金融商品の開発 

大分県の地方創生へ 

多種多様なパートナーシップによる課題解決 

コンソーシアムを構成 



２．取組みの背景 
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病気の早期発見 
↓ 

重症化を未然防止 
↓ 

大分県信用組合は「健康診査」と「受動喫煙防止」に着目 

     「健康寿命日本一」  おうえん企業第１号登録 
               行政等と協力して、住民の健康づくり支援へ 

医療費（市町村等負担）を削減 
↓ 

安定的な財政基盤と県民の税負担の軽減 

事業所等の無煙環境支援 
↓ 

非喫煙者の健康維持 
↓ 

喫煙率の推移（国民生活基礎調査） 

45.4  45.2  

38.5  

32.0  

36.3  
32.3  

30.7  

9.9  11.6  10.0  
7.6  10.1  7.4  7.1  

48.4  

44.9  39.7  
33.1  34.2  

31.1  28.8  

14.0  13.5  12.7  
10.4  

10.8  
9.5  8.8  

0.0  

10.0  

20.0  

30.0  

40.0  

50.0  

60.0  

大分県男性 

大分県女性 

全国男性 

全国女性 

大分県の 
行政目標 



３．具体的な取組み事例 ① 

4 

  

一定の健康診査の受診者を対象とする「健康定期」を開発 

地域（組織）の 
課題にあわせて商 
品をカスタマイズ。 

受診者へ健康の 
お祝い金利を提供。 

特徴１ 

特徴２ 

特徴３ 

行政と大分県信用
組合が共同作成。 



３．具体的な取組み事例 ② 
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地方公共団体との共同開発 
（大分市、別府市等）        16商品 
 

共済組合（公務員対象）       3商品 
 

国保組合等                7商品  

計２6商品 

地公体・組合・団体それぞれに特徴！ 
商品名は、各首長様・関係団体トップがネーミング 

商品チラシもそれぞれの特徴を反映し、作成（全26種類） 

商品チラシの一例 

“けんしん” で“健診”を共通コンセプトに 

共
同
開
発 



３．具体的な取組み事例 ③ 
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「健康定期」 取扱総額  
 
                                     （平成27年4月～令和3年8月末） 
  

36,074人/600 億円 
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年度 特定健診受診率 国保医療費（百万円） 

H26 39.9％ 82,087 

H27 41.2％ 84,948 

H28 40.6％ 82,034 

H29 41.8％ 82,657 

H30 42.4％ 81,645 

         健康定期の取り組みにより 
特定健診の受診率を高め、医療費の改善を実現 

大分県の国民健康保険 

※金額は、保険者（市町村）負担分の合計 

３．具体的な取組み事例 ④ 

取扱開始 
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（単位：百万円）

市町村名
人口

（国勢調査）

平成30年度

国保

特定健診

対象者数

平成30年度
受診者

平成26年度
受診率

平成27年度
受診率

平成28年度
受診率

平成29年度
受診率

平成30年度
受診率

特定健診
受診率順位

平成26年度
国保医療費

平成27年度
国保医療費

平成28年度
国保医療費

平成29年度
国保医療費

平成30年度
国保医療費

大分市 478,335 64,439 24,487 35.2% 35.6% 35.0% 37.4% 38.0% 17 28,593 29,859 29,625 29,769 29,689

別府市 122,193 17,171 7,350 39.6% 44.3% 39.6% 43.1% 42.8% 12 8,870 9,179 8,525 8,540 8,330

中津市 83,967 12,817 4,583 33.1% 34.2% 35.3% 34.8% 35.8% 18 5,494 5,828 5,572 5,627 5,616

日田市 66,526 11,426 4,428 33.9% 39.0% 35.8% 36.1% 38.8% 16 4,881 5,128 4,946 5,047 5,014

佐伯市 72,203 13,681 6,121 37.7% 39.0% 42.3% 43.1% 44.7% 11 6,225 6,337 6,063 5,892 5,908

臼杵市 38,768 6,967 3,371 45.7% 46.5% 48.1% 47.2% 48.4% 7 3,513 3,487 3,315 3,319 3,353

津久見市 17,973 3,208 1,480 41.5% 45.3% 45.7% 44.0% 46.1% 9 1,729 1,621 1,500 1,503 1,434

竹田市 22,342 4,597 2,297 48.6% 50.7% 49.2% 49.0% 50.0% 6 2,073 2,105 2,039 2,092 2,017

豊後高田市 22,868 4,069 2,038 47.6% 49.6% 50.4% 48.1% 50.1% 5 1,853 1,927 1,732 1,708 1,719

杵築市 30,204 5,139 2,629 50.0% 50.9% 51.4% 51.1% 51.2% 4 2,286 2,391 2,440 2,401 2,337

宇佐市 56,277 9,380 3,970 40.6% 41.3% 40.3% 42.3% 42.3% 14 4,285 4,358 4,158 4,248 4,066

豊後大野市 36,598 6,395 2,954 49.2% 48.9% 48.0% 47.9% 46.2% 8 3,045 3,105 3,038 3,088 3,021

由布市 34,276 5,393 2,999 59.2% 57.4% 57.3% 56.3% 55.6% 3 2,454 2,584 2,468 2,500 2,507

国東市 28,650 5,633 3,328 57.7% 58.2% 59.1% 58.6% 59.1% 2 2,457 2,494 2,362 2,484 2,376

姫島村 1,992 567 399 71.2% 68.9% 70.2% 70.5% 70.4% 1 184 197 202 207 230

日出町 28,067 4,227 1,679 42.4% 39.4% 41.2% 41.0% 39.7% 15 1,900 2,026 1,869 2,015 1,896

九重町 9,659 1,997 899 44.5% 44.6% 41.9% 44.2% 45.0% 10 913 899 860 819 839

玖珠町 15,831 2,934 1,246 41.1% 42.4% 40.0% 43.5% 42.5% 13 1,334 1,423 1,319 1,399 1,293

大分県合計 1,166,729 180,040 76,258 39.9% 41.2% 40.6% 41.8% 42.4% - 82,087 84,948 82,034 82,657 81,645

※特定健診対象者は公益社団法人国民健康保険中央会資料から ※平成30年度受診率は速報値 ※保険者（市町村）負担分

※政府統計（国民健康保険事業年報　調査項目Ｃ27より）

市町村国民健康保険に係る特定健康診査の受診率と医療費の推移表

３．具体的な取組み事例 ⑤ 

市町村ごとの特定健診の受診率と医療費の推移を把握 



３．具体的な取組み事例 ⑥ 
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健康定期（600億円）を原資としたファンドの組成 

医療機関の健診機器の更新などに利用できる 
「健康寿命日本一おうえん融資ファンド」を開発 

商品発表会   福祉保健部長（当時） 長谷尾 雅通氏 平成29年8年25日 

大分県庁での発表会 



３．具体的な取組み事例 ⑦ 
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同会との調印式  会長（当時） 川嶌 眞人氏  令和1年11月28日 

一般社団法人 大分県病院協会との連携による 
「けんしんメディカル融資ファンド 絆」を開発 



３．具体的な取組み事例 ⑧ 
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国立大学法人大分大学の北野正剛学長から助言頂き 

受動喫煙防止対策融資ファンド「まろっと健康」を開発。 

事例１．道の駅に対して、改装資金を融資、買い物客や従業員の受動喫煙防止に配慮した店舗作り。 
 

事例２．タクシー会社の屋内の喫煙所の改装資金を融資、分煙化して受動喫煙防止を図った。 

商品発表会 平成30年3月26日 



３．具体的な取組み事例 ⑨ 
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「健康関連ファンド」 取扱総額  
 
                

               （平成27年4月～令和3年8月末） 

829 件/ 188 億円 

  ※関連融資含む 
 

  



３．具体的な取組み事例 ⑩ 
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内閣府の公表資料 

健康をキーワードにした資金循環システム 

健康寿命の延伸にかかる金融機能の発揮 



３．具体的な取組み事例 ⑪ 
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 国立大学法人 大分大学や地方自治体と連携した「健康セミナー」 

  

平成31年1月18日 
国東市（テーマ：生活習慣病予防） 

講師：大分大学医学部 
教授 猪股 雅史 氏 

 
280名の住民が聴講 

国東市長、大分県東部保健所長も参加 

猪股 雅史 教授  

三河 明史 国東市長  

県内各地で１９回実施、約３，５００人が聴講 



３．具体的な取組み事例 ⑫ 
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令和2年1月24日 
竹田市（テーマ：肺がん・受動喫煙防止） 

講師：大分大学医学部 
教授 杉尾 賢二 氏 

 
150名の住民が聴講 

竹田市長、大分県豊肥保健所長も参加 

杉尾 賢二 教授  

首藤 勝次 竹田市長（当時）  



３．具体的な取組み事例 ⑬ 
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令和2年10月1日 
大分県商工観光労働部長 高濱 航氏に 

冊子3,000部贈呈 
県内の中小企業への交付に協力いただく 

 

当組合配布7,000部とあわせ10,000部（社）配布 

新型コロナウイルス感染症対策マニュアル 
「がんばろう！おおいた」を制作し大分県庁に寄贈 

令和3年7月2日 
大分県福祉保健部長  山田 雅文 氏に 

同マニュアルデータの贈呈 
 

大分県のホームページに掲示していただく 



４．「健康寿命日本一」を目指す連携先 ① 
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 大分県内の医療関係団体との連携を実現 



（目的） 
①大分県民の健康寿命延伸 
②医療機関の設備投資の支援 
③中小企業の健康経営推進 
④健康に関連した経済の活性化 

４．「健康寿命日本一」を目指す連携先 ② 
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※連携順 

①行政 
（県・全市町村） 

④公的団体 ②大学 

③県内中小企業 

⑤大分県 
信用組合 

コンソーシアムを構成 



５．取組みの評価 ①  
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広瀬知事と北野学長に報告 

九州財務局にて授与される 

地方創生担当大臣賞受賞 

サステナブルファイナンス大賞受賞 



５．取組みの評価 ② 
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※健康経営優良法人「ホワイト500」 
 （大規模法人部門）に３年連続の認定 

①全従業員健康診断100％実施（出勤扱） 
   35歳以上はドック健診 
  ※希望者は一泊二日 
②平成30年8月から、敷地内禁煙および  
   従業員の就業時間中は全面禁煙 
③来訪者（ピーク時10,000人）の 
   受動喫煙防止 
④職員の禁煙啓発 

大分県ホームページより 

令和元年大分県優秀健康経営事業所表彰式 

日本健康会議および経済産業省認定 



６．従業員の禁煙に向けた現在の取組み 
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（１）当組合従業員の喫煙率の推移 

2018年 27.0％ 
2019年 25.3％  
2020年 22.3％  

（２）禁煙啓発用アプリの推奨・活用 

アプリ使用風景 



22 

健康経営を実現するには、受動喫煙を防止することの、大切さを実
感いたしました。私ども「けんしん」は防止に向けて組織をあげて取り組
んでまいります。  

2019年5月撮影 

ご清聴ありがとうございました。 


